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会議記録 

 

会 議 名 令和４年度（2022年度）第２回八王子市博物館協議会 

開 催 日 時 令和４年（2022年）11月８日（火）午後 6時 00分～午後 8時 00分 

開 催 場 所 サザンスカイタワー八王子３階・バンケットルーム 

出

席

者 

委  員 
大畑静佳、大森映子、長田晶、鎌倉佐保、菊池由紀子、國方則和、進 

藤哲央、馬場憲一、山中将一（敬称略・50音順） 

事 務 局 

平塚裕之生涯学習スポーツ部長、叶清文化財課長、飯塚由則こども科

学館長、岡部雅洋文化財課課長補佐兼主査、鈴木正生文化財課課長補

佐兼主査、髙野淳文化財課課長補佐兼主査、石田勇次こども科学館主

査、尾崎光二文化財課主任、吉村航季文化財課主任、森融こども科学

館主任 

欠 席 者 深澤靖幸 

議  題 

(1)会長・副会長の選任について 

(2)八王子市博物館協議会の概要及びその目的について 

(3)各館の概要について 

(4)こども科学館及び郷土資料館事業(４～８月期)実施状況 

(5)その他 

公開・非公開の別 公開 

傍 聴 人 の 数 ０名 

配 付 資 料 等 1.会議次第 

2.八王子市博物館協議会委員名簿（令和４年（2022年）７月１日現在）

【資料１】 

3.八王子市博物館協議会の概要【資料２】 

4.八王子市博物館協議会条例【資料３】 

5.八王子市博物館協議会条例施行規則【資料４】 

6.八王子市博物館協議会運営要綱【資料５】 

7.八王子市こども科学館の概要【資料６】 

8.八王子市こども科学館条例【資料７】 

9.八王子市こども科学館条例施行規則【資料８】 

10.八王子市郷土資料館の概要【資料９】 

11.八王子市郷土資料館条例【資料 10】 

12.八王子市郷土資料館施行規則【資料 11】 

13.令和４年度（2022 年度）こども科学館事業（４～８月期）実施状

況【資料 12】 

14.令和４年度（2022 年度）郷土資料館事業（４～８月期）実施状況

【資料 13】 
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会 議 の 内 容 

 

【開会】（事務局職員による開会の宣言） 

【平塚部長挨拶、委員辞令交付、施設見学（はちはくへ移動）】 

【自己紹介】（委員、事務局職員による自己紹介） 

【議題】 

1.会長・副会長の選任について 

事務局  本来は、八王子市博物館協議会第５条第１項により「協議

会は会長が議長となる」とありますので、会長に会議の進行を

お願いするところですが、これから選任することになります。

それまでの進行は事務局で行います。 

会長及び副会長の選任につきましては、八王子市博物館協議

会条例第４条第１項に「委員の互選により定める」とあります。 

立候補、もしくはどなたか御推薦がある方は、挙手でお願いい 

たします。 

― 挙手なし ― 

事務局  いらっしゃらないようでしたら、会長は鎌倉佐保さん、副

会長は國方則和さんを推薦したいと思いますが、いかがでし

ょうか。御異議がないようでしたら、お二人にお願いしたい

と思います。 

― 発言者なし ― 

事務局  お二方は前の席に移動し、御挨拶をお願いいたします。 

― 鎌倉会長・國方副会長挨拶 ― 

事務局  それでは、以降の進行は会長・副会長にお願いいたします。 

 

 

2.八王子市博物館協議会の概要及びその目的について 

鎌倉会長  事務局から説明願います。 

― 事務局職員による説明 ― 

鎌倉会長  説明が終わりました。確認したい点、御質問等がおあり

かと思いますが、今回は会議終了後に個別に事務局へお願

いします。 

 

 

3. 各館の概要について 

鎌倉会長  事務局から、順に説明願います。 

― 事務局職員による説明 ― 

鎌倉会長  確認点やご質問はございますか。 

馬場委員  今では閉室となっている郷土資料館は、現在も博物館法

の適用を受けているのですか。 

事務局   現在も引き続き登録博物館となっております。 

鎌倉会長  管理運営体制に関して、こども科学館では科学指導員３ 
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      名が会計年度任用職員として勤務しており、はちはくの学

芸員も任期付や会計年度任用職員ですが、以前からそうだ

ったのでしょうか。 

事務局   こども科学館では構成は変わっていません。科学指導員

３名は学芸員資格を持っています。 

事務局   郷土資料館では、以前は全て嘱託員として週４日勤務で

したが、現在は任期付職員となって週５日勤務で、体制的

には充実しています。 

事務局   前年度との違いで言えば、様々なスキルアップを目的と

して、本庁文化財課勤務職員と郷土資料館勤務職員との間

で人事交流を行っています。 

菊池委員  学芸員の中には、教育普及専門の方はいるのですか。 

事務局   教育普及専門としての学芸員はいません。学校からの依

頼に基づいて順番に対応したり、テーマに沿った専門分野

ごとに担当しています。 

馬場委員  任期付一般行政職というのは退職した者の再雇用とい

うイメージだが。 

事務局   再任用職員という職が別にいますが、ここでの任期付一

般行政職は期間の定めがあるものの、身分的には正規職員

と全く同じです。 

馬場委員  任期付一般行政職の学芸員の中には、若い職員もいるの

ですか。 

事務局   ３０代の職員が１名います。 

鎌倉会長  職員体制については、八王子市だけではなく博物館全体

で課題になっていることでありますが、その中ではかなり

充実して学芸員が手当されていると思います。 

 

 

4.こども科学館及び郷土資料館事業(４～８月期)実施状況 

鎌倉会長  時間の関係もありますので、進行します。事務局から順

に説明願います。 

― 事務局職員による説明 ― 

鎌倉会長  今の説明について、確認したい事項はありますか。 

進藤委員  こども科学館の入館者について、令和元年度と比較して

どうなっているのでしょうか。 

事務局   コロナが流行り始めた頃ですが、当時は７万数千人の来

館者があり、現在ではその３分の１ほどです。 

事務局   現在、こども科学館はワクチン接種会場となっています

ので、そうした要素もあります。 

山中委員  職場体験学習について、生徒数に対して受け入れ施設が 
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 足りないと感じている。郷土資料館としてのアピールの仕

方や、今年度の実施予定は。 

事務局    今年度前半はコロナの影響が大きいと思います。現在は

受け入れも混み合い、スケジュール調整をお願いしている

状況ですが、学校に対するアンケート調査を見ても、コロ

ナによる学校閉鎖等の影響も出ています。 

山中委員   総合的な学習の受け入れについて、はちはくは一般的

な博物館と違って色々な映像やさわれる物があったり、謎

解きのような企画があったり、子供たちにとってはすごく

魅力的な施設である。社会科見学で回る他の施設より、は

ちはくは本当に良いと感じている。ただ、まだ先生方へ浸

透していないのと同時に、受け入れの人数や方法に関する

アピールが足りないのでは。 

事務局    社会科見学や職場体験につきましては、上野町の郷土

資料館に比べますと、はちはくに移ってからかなり増え

ています。具体的に何倍というデータはありませんが、

かなりの好評です。はちはくが開館して１年ちょっとで

すが、引き続きリーフレットを配布したり、その他色々

なチャンネルを使った情報発信に努めていきます。 

山中委員   社会科見学の受け入れも可能ですか。 

事務局    １００名を超えるクラスであっても、グループ分けや

場合によって４階の八王子駅南口総合事務所などへも分

散させるなど、様々な方法で対応させていただきます。 

事務局    もっとはちはくに子供たちが来られるようにとのご指

摘ですが、私どもからアウトリーチとして学校に行く方

法にも力を入れております。資料Ｎｏ．２の愛宕小学校

の事例がそうですが、職員が学校に出向き、３年生から

６年生まで約２００名、体育館で学年ごとの入れ替わり

制とした出前授業でした。それぞれの学習の習熟度に応

じた内容構成で行うなど、きめ細かいオーダーメイドの

対応もしております。 

山中委員   市として郷土学習を重点的に扱うということで、高尾

山に遠足に行くのでその事前学習で、また、日光に移動

教室に行くので千人同心のことを調べる。そういった要

望、特に出前授業で対応できるとなれば、たくさんの需

要があるのではと思います。 

鎌倉会長   ぜひ一層ＰＲに力を入れてもらいたいと思います。 

長田委員   総合的な学習と同じ考え方で、この学校が社会科見学

で来ていますという記録が見られるなら、より分かりや

すいと思います。 
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 鎌倉会長   次回以降、そうした記録が出せますか。 

事務局    大丈夫です。 

鎌倉会長   それでは、委員要望としてよろしくお願いします。 

菊池委員   大勢の子供たちが来たときに、美術館や博物館ではボ

ランティアを育成していてその方たちが誘導したり、あ

る程度鑑賞教育にも携わっているということがありま

すが、今後、博物館が移転して規模が大きくなった場合

に備えて、ボランティアを育成する企画などは考えてい

るのでしょうか。 

事務局    現在でも、社会科見学でガイドボランティアが学芸員

と一緒に案内していますし、また、歴史・郷土ミュージ

アムに移るに当たっては、引き続きアウトリーチ活動等

も重要と考えておりますので、ガイドボランティアの育

成も含めて対応していきます。 

馬場委員   八王子では９０年代頃からいろんな方がボランティ

ア活動をしていて、紙芝居なども非常に良いと思うが、

高齢化への対応や活動の継続性についてはどうですか。 

事務局    現在２１名のボランティアの方がいらっしゃいます

が、やはり高齢化という課題はあります。ですが、はち

はくができたことで大学生がボランティアに加わって

くれたり、比較的若い方も入っていただいています。今

後も、ワークショップの開催等若い方が入ってくれるよ

うな活動を進めていきたいと考えています。 

大森委員   コロナ禍において、インターネットを通じた発信にも

徐々に対応環境を整えていくといった話がありました

が、現状どのようになっていますか。 

事務局    市のホームページや「はちはく通信」というツイッタ

ー・Ｆａｃｅｂｏｏｋでの配信があります。また、はち

はくや、とちの木デッキで市のフリーＷｉ－Ｆｉに接続

すると、「まちる」という八王子の様々な情報を発信す

る掲示が出るのですが、今後はそれを使った情報発信も

したいと考えています。 

大森委員   今後の問題ということも含めて、具体的な内容等も報

告の中に入れていただけるとありがたいと思います。 

大畑委員   オンラインの取組に関して、郷土資料館・こども科学

館とも、オンライン講座や対面と併せたハイブリッドの

講座開催等は検討しているのでしょうか。 

事務局    こども科学館では特に行ってはいませんが、小学生は

１人１台タブレット端末がありますので、催し物の案内

や資料配布等はそちらを活用しており、来年度以降はさ 
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 らに充実させたいと考えています。 

事務局    郷土資料館でも現時点では対応していませんが、今後 

は学校の情報等も加えて対応していきたいと思います。 

事務局    資料１３ページの「その他教育連携等」にあります一

世クラブの取組は、Ｚｏｏｍを利用したオンライン講座

でした。 

鎌倉会長   そうした柔軟な対応もしているということですね。 

進藤委員   こども科学館でのオンラインの取組は、ぜひ推進して

もらいたいと思います。特に今、ＩＣＴ活用が学校現場

におりてきているので、小・中学校の理科の先生が使い

やすい教材を発信していただけると、先生たちは喜ぶと

思います。 

國方副会長  入館者数は、色々な企画を打つことによって増えたり

減ったりの変化が見えます。「これをやったからこうな

った」という分析が提示されるとよい。はちはくでも、

以前とは来館者層が大きく変わり、立地もＰＲの仕方も

変わっている。それも含めて、「これが変わったからこ

うなった」、あるいは「こういう発信をすることによっ

てこうなった」というのが見えれば、その施策がよかっ

たのか、では次はどういう施策を打とうかという材料に

なると思うので、そういう点もできるだけ詳しく御説明

いただけると、委員の皆さんにとってもいろんな意見が

出しやすいのかなと思いました。 

鎌倉会長   関連して、歴史相談がだいぶ増えたということですが

いかがでしょうか。 

事務局    インターネットでの問い合わせが多く、また、閲覧室

も１人１時間ごとの予約制としていますが、かなり埋ま

っています。相談ははちはくでも受け付けていますの

で、２か所で受けている点が大きいかと思います。 

菊池委員   歴史相談は、年代的な分布はどうなっているのでしょ

うか。 

事務局    毎回年齢をうかがっているわけではないのですが、や

はりご高齢の方が多いように見受けられます。 

菊池委員   私もアニメを使ったパンフレット等の資料を集めて

八王子の紹介として市外に発信していますが、どういう

方が相談に来ているのか、どういう相談内容なのか、子

供たちが歴史に興味を持ってもらえるのかなど、発信に

反応している世代のことを知りたいと思い、お聞きしま

した。 

鎌倉会長   インターネットで質問する形だと、１０代、２０代の 
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 方が多いのか、年代別の集計ができると、また違った面

が見えるかもしれません。 

馬場委員   先程、分析・評価をという指摘がありましたが、八王

子市では博物館に関する自己評価・自己点検のようなこ

とを行っているのでしょうか。 

事務局    １年間の実績について、来年５月開催予定の協議会で

こども科学館と郷土資料館それぞれで自己評価結果と

して資料を作成し、委員の皆様からご意見をいただいく

という外部評価の形も含めて行っております。 

 

 

5.その他 

鎌倉会長   続いて、その他の事項について事務局からお願いしま

す。 

・「八王子市文化財保護活用地域計画」の認定について 

・第１８回八王子車人形と民俗芸能公演の御案内について 

― 事務局職員による説明 ― 

鎌倉会長   次に、事務局からの報告をお願いします。 

・八王子駅南口集いの拠点整備について 

・日本遺産フェスティバルの八王子市での開催について 

― 事務局職員による説明 ― 

鎌倉会長   確認したい点などがあれば、後程事務局に個別にお願

いします。 

事務局    会長、副会長につつがなく進行していただきました。

委員の皆様からの御提案も、次回以降できる限り反映さ

せていくこともあろうかと思います。引き続き御意見を

いただければ幸いでございます。よろしくお願いいたし

ます。 

     

鎌倉会長   それでは、皆さん、本日はどうもありがとうございま

した。以上で終了します。 

 

― 閉会 ― 
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